
  

議会録画中継配信中
詳しくは、芦屋町ホームページをご覧ください。

なお、配信は本会議終了から７日後（休日のぞく）

になります。

録画中継

未
来
の
担
ぎ
手
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芦屋祇園山笠（H30.7.14 〜 15）



　

　
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
の
施
行
に

伴
い
、
生
産
性
革
命
の
実
現
に
向
け
中

小
企
業
の
設
備
投
資
の
支
援
を
図
る
。

◆
適
用
期
間

・
30
年
６
月
６
日
～
31
年
３
月
31
日

◆
対
象
者

・
資
本
金
又
は
出
資
金
の
額
が
1
億
円

　
以
下
の
法
人

・
従
業
員
の
数
が
１
０
０
０
人
以
下
の

　
法
人

・
従
業
員
の
数
が
１
０
０
０
人
以
下
の

　
個
人

◆
対
象
資
産
（
町
が
作
成
し
た
同
意
導

　
入
計
画
に
記
載
さ
れ
た
機
械
・
装
置
）

・
販
売
開
始
か
ら
10
年
以
内
の
も
の

・
生
産
性
が
年
１
％
向
上
す
る
も
の

・
１
台
の
取
得
価
格
が
１
６
０
万
円

　
以
下
の
も
の

◆
特
例
内
容

・
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
税
）

　
を
最
初
の
3
年
間
非
課
税

固
定
資
産
税
の
３
年
間
非
課
税

を
ど
の
よ
う
に
中
小
企
業
へ
周

知
す
る
の
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
、
商
工

会
会
報
で
周
知
す
る
。
ま
た
、

商
工
業
の
各
種
支
援
策
を
掲
載
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
。

条
　
例

（
満
場
一
致
・
可
決
）

６
月
定
例
会

一 

般 

質 

問
　　

地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
改
正
に
伴

い
、
中
央
病
院
の
業
務
実
績
等
の
評
価

の
実
施
者
が
評
価
委
員
会
か
ら
町
長
に

変
更
と
な
っ
た
。
評
価
に
あ
た
り
、
評

価
委
員
会
の
専
門
的
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
。

　
後
水
団
地
は
鶴
松
団
地
と
の
統
合
建

て
替
え
の
た
め
、
所
得
制
限
外
住
宅
か

ら
公
営
住
宅
法
適
用
の
町
営
住
宅
へ
管

理
運
営
が
切
り
替
わ
る
の
で
、
管
理
条

例
に
団
地
名
を
追
加
す
る
。

　
家
賃
に
つ
い
て
は
所
得
に
よ
り
毎
年

変
更
す
る
が
、
負
担
調
整
措
置
に
よ
り

６
年
間
は
家
賃
が
軽
減
さ
れ
る
。

税
条
例
の
改
正

問答

地
方
独
立
行
政
法
人
芦
屋
中
央

病
院
評
価
委
員
会
条
例
の
改
正

　
　
　
　
（
賛
成
多
数
・
可
決
）

町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例

の
改
正　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
満
場
一
致
・
可
決
）

評価委員会の様子

新後水団地の内装を民生文教委員会で視察
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６
月
定
例
会

　
第
２
回
定
例
会
が
、
平
成
30
年
６
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

12
、
13
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
条
例
、
補
正
予
算
な
ど
24
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。



６
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

　
国
の
定
め
る
「
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
」の
職
員
資
格
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
す
る
。

【
児
童
福
祉
法
の
理
念
に
反
す
る
】　
　

　
　
　
　 

川
上
誠
一
議
員

　
学
童
保
育
指
導
員
の
資
格
要
件
は
、

も
と
も
と
保
育
士
よ
り
も
緩
和
さ
れ
た

内
容
で
あ
っ
た
が
、
今
回
、
更
な
る
基

準
緩
和
が
行
わ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の

命
を
預
か
る
仕
事
で
あ
り
、
専
門
的
な

知
識
が
必
要
な
の
で
、
基
準
緩
和
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
支
援
の
根

幹
で
あ
る
人
数
と
資
格
要
件
を
基
準
か

ら
除
外
す
る
こ
と
は
、
児
童
福
祉
法
の

理
念
に
反
す
る
。
専
門
職
を
ふ
さ
わ
し

い
処
遇
に
引
き
上
げ
る
こ
と
こ
そ
、
人

手
不
足
の
解
消
、
制
度
の
拡
充
に
繋
が

る
。 反

対
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
改
正　
　
　

　
　
（
賛
成
多
数
・
可
決
）

Ａ
棟

・
請
負
金
額
　
約
５
８
３
１
万
円

・
請
負
業
者
　
㈲
渕
野
工
務
店

Ｂ
棟

・
請
負
金
額
　
約
４
７
２
２
万
円

・
請
負
業
者
　
㈲
丸
英
建
設

建
築
・
輻
射
熱
空
調
設
備

・
請
負
金
額
　
５
億
２
４
３
４
万
円

・
請
負
業
者
　
溝
江
建
設
㈱

電
気
設
備
そ
の
一

・
請
負
金
額
　
５
２
９
２
万
円

・
請
負
業
者
　
岡
本
電
気
工
務
店

【
工
事
請
負
契
約
締
結
に
反
対
】

　
　
　
　
　
　 

田
島
憲
道
議
員

　
芦
屋
町
の
通
例
で
は
、
最
低
制
限
価

格
の
落
札
で
、
く
じ
に
よ
り
業
者
が
決

ま
っ
て
い
る
。
今
回
、
こ
れ
が
、
最
低

制
限
価
格
で
決
ま
っ
て
い
れ
ば
賛
成
し

た
い
。
し
か
し
、
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

や
は
り
、
企
業
の
努
力
と
い
う
の
を
見

せ
て
も
ら
い
た
い
。
今
日
い
き
な
り
こ

れ
を
出
し
て
き
た
の
で
、
私
は
慌
て
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
反
対
す
る
。

　　

　
６
月
13
日
の
一
般
質
問
に
お
け
る
発

言
に
つ
い
て
、
田
島
議
員
よ
り
「
不
適

切
な
発
言
が
あ
っ
た
」と
い
う
こ
と
で
、

６
月
20
日
付
で
発
言
取
消
申
出
書
が
提

出
さ
れ
、
６
月
20
日
の
本
会
議
で
発
言

の
取
り
消
し
が
許
可
さ
れ
た
。

　　
右
記
の
取
り
消
さ
れ
た
発
言
の
他
に

田
島
議
員
の
一
般
質
問
に
お
け
る
発
言

内
容
に
事
実
と
異
な
る
部
分
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
発
言
内
容
に
つ

い
て
真
偽
の
調
査
を
行
う
た
め
、
議
長

発
議
に
よ
り
、
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
た
。

契
　
約

丸
の
内
団
地
外
部
改
修
工
事
請

負
契
約
の
締
結

　
（
満
場
一
致
・
可
決
）

総
合
体
育
館
等
施
設
改
修
工
事

請
負
契
約
の
締
結

　
（
賛
成
多
数
・
可
決
）

反
対

改修工事中の丸の内団地Ａ棟

そ
の
他

一
般
質
問
に
お
け
る
発
言
内
容

の
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

　
（
賛
成
多
数
・
可
決
）

発
言
の
取
り
消
し
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丸
の
内
団
地
改
修
事
業
国
庫
補

助
金
の
減
額
理
由
は
。

丸
の
内
住
宅
は
公
営
住
宅
で
な

い
た
め
、
優
先
順
位
が
下
が
り
、

国
庫
補
助
率
が
当
初
見
込
み
45
％
か
ら

17
％
と
な
っ
た
。
減
額
に
な
っ
た
分
は

公
営
住
宅
建
設
事
業
債
を
充
て
る
。
　

総
合
体
育
館
改
修
事
業
の
国
庫

補
助
金
額
が
減
額
さ
れ
て
い
る

が
、
減
額
理
由
と
、
追
加
で
過
疎
債
を

借
り
る
必
要
性
は
何
か
。

設
計
終
了
後
、
設
計
額
が
確
定

し
た
た
め
、
そ
れ
に
基
づ
き
申

請
し
た
結
果
、
補
助
金
額
が
減
額
さ
れ

た
。
ま
た
、
歳
入
予
算
額
を
確
保
す
る

た
め
過
疎
債
を
借
り
る
。

【
不
当
な
公
金
支
出
で
あ
る
】

 

妹
川
征
男
議
員

　
芦
屋
港
活
性
化
事
業
は
本
当
に
現
実

味
は
あ
る
の
か
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
主

導
で
バ
ラ
色
に
描
か
れ
、
進
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
。ま
た
、プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
係
留
施
設
専
門
分
科
会
の
費
用
は
当

然
県
が
負
担
す
べ
き
も
の
。
な
ぜ
町
の

血
税
を
使
う
必
要
が
あ
る
の
か
。
不
当

な
公
金
支
出
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　　
５
月
15
日
に
発
行
し
た
議
会
だ
よ
り

１
９
７
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
５
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
任
期

　
正
　
31
年
３
月
31
日

　
誤
　
30
年
３
月
31
日

６
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

補正予算

　歳入では、社会資本整備総合交付金５８７１万円、防衛施設周辺対

策事業補助金１１３３万円を減額し、その振り替えとして公営住宅建

設事業債５４５０万円、過疎対策事業債１８００万円を増額。町単独

として財政調整基金繰入金１３７２万円を増額計上。

　歳出では芦屋港活性化推進事業を具体的に進めるため 3つの専門

分科会（直売所機能・飲食店機能・海釣り施設機能）を設置し、それ

に伴う事業費７２１万円や国民宿舎特別会計繰出金などを計上。

芦
屋
港
活
性
化
事
業
に
分
科
会
を

　
　
設
置
し
年
度
内
に
基
本
計
画
を
策
定
！

補正のあった歳出の主な内容 補正額

　コミュニティ助成事業助成金

　（自治区公民館の備品購入費等）
２５０万円

　芦屋港湾活性化推進支援事業費 ７２１万円

　国民宿舎特別会計繰出金

　（国民宿舎休館による休業補償分を国民宿舎特別会計へ繰出）
５６９万円

一般会計補正予算（第 1号）

　　　　　　（賛成多数・可決）

問答問

反
対

お
詫
び
と
訂
正

※１万円未満　切り捨て

答

議会だよりあしやです ④平成 30 年 8月 20 日　第 198 号



　
　
　

行
政
報
告
と
は
、
町
長

が
議
会
を
通
じ
て
町
の

重
要
な
問
題
の
経
過
等

を
住
民
に
報
告
す
る
も

の
で
す
。

　　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
補
助
の
見
直

し
に
関
し
て
、
芦
屋
町
・
遠
賀
町
・

水
巻
町
の
３
町
長
の
連
名
で
、
助
成

事
業
の
継
続
を
求
め
る
要
望
書
を
、

５
月
11
日
に
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

司
令
へ
、
５
月
15
日
に
九
州
防
衛
局

長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
住
宅
防
音
工
事
が
完
了
し
て
も
完

全
に
騒
音
は
な
く
な
る
こ
と
は
な

く
、
テ
レ
ビ
放
送
も
視
聴
し
づ
ら
い

こ
と
や
、
唐
突
に
期
限
を
切
っ
て
見

直
し
を
行
う
こ
と
は
、
長
年
航
空
機

騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
基
地
周
辺

住
民
の
感
情
へ
の
配
慮
を
欠
く
も
の

で
あ
る
等
の
現
状
を
申
し
述
べ
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
３
町
長
の
連
名
で
、
防

衛
省
へ
要
望
書
を
提
出
す
る
予
定
で

す
。

　議案の賛否について掲載しています。掲載のない 16 議案は、満場一致で可決され
ました。

6月定例会意見がわかれた議案の賛否一覧

○ : 賛成、× : 反対 、退：退出を表しています。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
松
岡
今
田
刀
根
妹
川
貝
掛
田
島
辻
本
川
上
松
上
横
尾
小
田

芦屋港活性化推進委員会設置条例の一部を改正する条

例の制定
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 10 １ 可決

地方独立行政法人芦屋中央病院評価委員会条例の一部

を改正する条例の制定
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 10 1 可決

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ー 9 ２ 可決

平成 30 年度芦屋町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ９ ２ 可決

専決処分事項の承認 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ー ９ ２ 承認

総合体育館等施設改修工事（建築・輻射熱空調設備）

請負契約の締結
○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ー ７ ４ 可決

総合体育館等施設改修工事（電気設備その１）請負契

約の締結
○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ー ７ ４ 可決

一般質問における発言内容の調査特別委員会の設置 ○ ○ × × × ○ ○ ○ 退 ○ ○ ー ７ ３ 可決

妹川議員の一般質問に関する参考人招致 × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × ー ６ ５ 可決

議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

６
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
事
業
の
見

直
し
に
関
す
る
要
望
活
動

行政報告

議会だよりあしやです⑤ 平成 30 年 8月 20 日　第 198 号



一般質問 町政を問う
　議員６人が一般質問を行いました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針等につい

て所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。質問する議員は、事前に質問通告書

を提出し、本会議において１人 60分の制限時間内で質問を行っています。

　議会だよりでは、質問した議員が自ら記事を作り掲載していますが、紙面の都合上、要約して

います。一般質問の会議録は、議会事務局や芦屋町ホームページで閲覧できます。

ページ 質問議員 質問事項

7 松岡 　泉

◎就学援助の入学前支給

◎町の企業支援

◎防災・減災

8 川上 誠一

◎教育行政

○芦屋基地航空祭の前日飛行におけるブルーインパルスのインシデント

○旧岡垣清掃センターの浸出液処理水

9 内海 猛年 ◎骨髄バンク事業推進

10 貝掛 俊之
◎町財政

○競艇事業

11 妹川 征男
◎院外薬局の不評

◎清潔で公平・公正な行政

ー 田島 憲道
○子どもたちの安心・安全を守ること

○人々を犯罪や事故から守る防犯カメラ

◎：記事掲載あり　　○：記事掲載なし

※田島議員の一般質問について、「一般質問における発言内容の調査特別委員会」が設置され、

その結果を受けて会議録を精査するため、議会だよりの掲載は、それ以降となります。

会議録

６
月
定
例
会

一 

般 

質 

問
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６人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　

今年度末から支給できるよう調整
する

就
学
援
助
は
、
経
済
的
に
困

窮
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
家

庭
に
国
の
補
助
を
得
て
町
が
支
給
す

る
制
度
で
あ
る
。そ
の
支
給
割
合
は
。

現
在
は
、
約
17
％
で
あ
る
。

郡
内
は
水
巻
町
約
33
％
、
遠

賀
町
約
22
％
、
岡
垣
町
約
13
％
。

国
の
要
綱
が
改
正
さ
れ
、
入

学
前
支
給
が
可
能
だ
が
、
来

年
度
か
ら
開
始
す
べ
き
で
は
。

今
年
度
末
か
ら
支
給
で
き
る

よ
う
協
議
、
調
整
す
る
。

今
国
会
で
生
産
性
向
上
特
措

法
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
参

画
す
べ
き
で
は
。

参
画
し
、
中
小
企
業
が
生
産

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
導

入
し
た
新
規
設
備
の
固
定
資
産
税
を

３
年
間
免
除
す
る
方
針
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
の
際
、
地
域

住
民
の
５
分
の
１
が
亡
く

な
っ
た
地
域
で
、
犠
牲
者
が
ゼ
ロ
の

保
育
所
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
偶
然

の
産
物
で
は
な
く
、
最
悪
の
災
害
ま

で
も
想
定
し
、
検
証
を
重
ね
た
備
え

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
町
の
避

難
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
ど
の
よ
う
な
内

容
を
定
め
る
の
か
。

・
災
害
時
の
情
報
の
入
手
方
法

・
指
定
避
難
所
の
位
置

・
自
治
区
の
一
番
近
い
指
定
緊
急
避

　
難
場
所
の
位
置

・
避
難
を
行
う
際
の
避
難
経
路
な
ど

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら

実
効
性
の
あ
る
避
難
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
策
定
が
必
要
と
考
え
る
が
、

そ
の
見
解
は
。

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
の
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
自

治
区
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学

校
、
中
学
校
、
福
祉
施
設
そ
れ
ぞ
れ

で
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。防

災
訓
練
を
実
施
す
る
意
義

は
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

実
績
が
不
足
し
て
い
る
。
そ
の
理
由

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

防
災
担
当
の
職
員
が
１
名
で

業
務
量
的
に
も
限
り
が
あ
る
。

今
後
は
、
災
害
種
別
に
よ
る
訓
練
並

び
に
町
全
体
や
小
学
校
、
自
治
区
別

に
よ
る
レ
ベ
ル
ご
と
の
訓
練
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

松
まつ

　岡
おか

　　泉
いずみ

災害時の避難所。この看板が目印！

６
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

就
学
援
助
入
学
前
支
給

町
の
企
業
支
援

防
災
・
減
災

問答答 問問答

問答

問答答 問

就学援助の入学前支給は来年 
度から開始すべきでは

学校教育課長
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川
かわ

上
かみ

誠
せい

一
いち

29
年
３
月
議
会
で
入
学
準
備

金
の
入
学
前
支
給
を
求
め
た

際
に「
検
討
す
る
」と
の
答
弁
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

今
年
度
末
か
ら
行
う
予
定
で

あ
る
。

水
巻
町
は
29
年
３
月
か
ら
小

中
学
校
で
、
岡
垣
町
は
30
年

３
月
か
ら
中
学
校
で
入
学
前
支
給
を

行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
置
か
れ
て

い
る
貧
困
に
配
慮
し
、
も
っ
と
迅
速

に
対
応
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
。

指
摘
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

よ
り
良
い
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
努
め
た
い
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
県
か
ら
派
遣
さ
れ
て

い
た
が
、
現
在
は
ど
う
か
。

県
事
業
終
了
後
は
配
置
し
て

い
な
い
。
し
か
し
、
不
登
校

対
策
指
導
員
が
同
等
の
資
格
を
持

ち
、
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

県
内
で
は
３
自
治
体
の
み
が

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
未
配
置
で
あ
る
。
須
恵
町
や

香
春
町
で
は
町
の
正
職
員
と
し
て
常

勤
雇
用
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

当
議
会
で
も
様
々
な
学
校
の
問
題
を

取
り
上
げ
た
が
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
い
れ
ば
、
違
う

解
決
方
法
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
正
職
員
と
し
て
配
置
す
べ
き
で

は
。
町
長
の
考
え
は
。

教
育
の
問
題
は
教
育
委
員
会

で
し
っ
か
り
論
議
し
、
必
要

で
あ
れ
ば
教
育
委
員
会
が
町
長
に
提

案
す
べ
き
と
考
え
る
。

今
年
度
か
ら
道
徳
の
「
教
科

化
」
が
始
ま
る
が
、
ど
う
考

え
る
の
か
。

一
番
の
違
い
は
検
定
の
教
科

書
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
い
じ
め
問
題
に
対
応
で
き
て
い

な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
の

道
徳
性
を
育
ん
で
い
く
。

教
科
書
は
国
の
検
定
に
合
格

し
た
８
社
か
ら
選
定
す
る
が
、

中
に
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
記
載
し

た
本
を
出
版
し
て
い
る
出
版
社
の
教

科
書
も
あ
る
。
教
員
や
父
母
の
意
見

を
反
映
さ
せ
採
択
す
べ
き
だ
。

公
正
確
保
の
徹
底
を
図
り
、

教
師
の
意
見
を
反
映
し
採
択

を
行
う
。
教
科
書
展
示
も
行
わ
れ
て

い
る
。

　

道
徳
教
育
に
教
育
勅
語
を
使

用
す
る
こ
と
は
あ
る
か
。

教
材
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

公正確保のため、選定委員会に保
護者代表が入っている

道徳授業の様子

教
育
行
政

道徳の教科書採択に住民や教師
の意見を反映すべきでは

問答答

答

答

答

答

問

問

問

問 問

問答

教育長

６
月
定
例
会

一 

般 

質 

問
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骨
髄
移
植
が
必
要
な
患
者
は
、

年
間
２
０
０
０
人
と
言
わ
れ

て
い
る
。
骨
髄
移
植
に
は
、
提
供
者

で
あ
る
ド
ナ
ー
と
移
植
希
望
者
の
Ｈ

Ｌ
Ａ
型
（
白
血
球
の
型
）
が
適
合
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
適
合
す
る
ド

ナ
ー
を
見
つ
け
る
た
め
に
は
多
く
の

ド
ナ
ー
登
録
者
が
必
要
で
あ
る
が
、

本
町
で
の
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
の
取
り

組
み
は
。

献
血
時
に
骨
髄
バ
ン
ク
事
業

の
情
報
提
供
と
ド
ナ
ー
登
録

の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
役
場
窓
口
に
設
置

し
て
い
る
。

ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る
の
は

18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
方

で
、
全
国
で
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
は

４
８
万
２
０
０
０
人
で
あ
る
。
本
町

の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
は
。

29
年
３
月
末
で
の
登
録
者
は

１
４
２
名
で
あ
る
。

国
は
毎
年
10
月
を
「
骨
髄
バ

ン
ク
推
進
月
間
」
と
定
め
、

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
が
、
本

町
で
の
取
り
組
み
状
況
は
。

ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
県
の
普

及
・
啓
発
活
動
に
協
力
し
て

い
る
。骨

髄
移
植
に
つ
い
て
の
情
報

が
町
民
に
十
分
伝
わ
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
町
の
責
務
と

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
、
積

極
的
に
啓
発
す
べ
き
で
は
。

55
歳
の
誕
生
日
で
自
動
取
り

消
し
と
な
る
た
め
、
若
い
人

の
協
力
が
必
要
。
今
後
は
広
報
等
で

呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

患
者
さ
ん
の
95
％
に
ド
ナ
ー

候
補
者
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
仕
事
が
休
め
な
い
な
ど
の

理
由
で
40
％
の
ド
ナ
ー
候
補
者
が
骨

髄
の
提
供
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
い

る
。
骨
髄
を
提
供
す
る
に
は
７
日
間

程
度
の
入
院
・
通
院
が
必
要
と
な
る

が
、
休
業
補
償
等
は
な
い
。
提
供
者

の
経
済
的
不
安
を
な
く
す
制
度
が
骨

髄
ド
ナ
ー
助
成
制
度
で
あ
る
。
現
在

16
都
府
県
、
３
６
６
市
町
村
が
実
施

し
て
い
る
。
一
人
で
も
多
く
の
患
者

さ
ん
の
生
命
を
守
る
た
め
に
も
、
骨

髄
ド
ナ
ー
助
成
制
度
の
創
設
を
提
案

す
る
。郡

内
４
町
は
、
ま
だ
取
り
組

ん
で
い
な
い
。
十
分
調
査
・

検
討
を
行
い
、
芦
屋
町
が
先
駆
け
て

牽
引
車
と
な
っ
て
真
っ
先
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
検
証
し
て
い
く
。

芦屋町が先駆けて牽引車となり、
実現に向けて検討していく

１人でも多くのドナー登録を

６
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
の
推
進

内
うち

海
うみ

猛
たけ

年
とし

患者さんの生命を守るため骨髄
ドナー助成制度の創設を

答

答 答

答

答

問

問 問

問問

町長
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過疎債は 32 年度で活用できな
くなるが、町の対応は

５人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

町
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
現

状
と
課
題
は
。

小
中
学
校
空
調
改
修
工
事
な

ど
大
型
事
業
が
続
い
て
い
る

た
め
、
一
般
会
計
は
70
億
円
台
で
推

移
し
て
い
る
。
財
源
的
に
は
町
税
が

12
億
円
台
で
推
移
す
る
中
、
好
調
な

競
艇
事
業
か
ら
の
収
入
が
４
～
６
億

円
あ
る
。
ま
た
交
付
税
措
置（
補
助
）

の
あ
る
過
疎
債
等
の
最
大
活
用
に
よ

り
、
一
般
財
源
の
支
出
を
最
小
限
に

抑
え
、
事
業
が
推
進
で
き
る
よ
う
に

財
政
運
営
を
図
っ
て
い
る
。

　
課
題
は
、
①
32
年
度
ま
で
の
時
限

立
法
で
あ
る
過
疎
法
が
ど
う
な
る
か

②
競
艇
事
業
か
ら
の
収
益
が
見
込
め

る
期
間
に
新
た
な
基
金
等
の
財
源
確

保
の
検
討
で
あ
る
。

29
年
度
の
起
債
（
借
金
）
と

基
金
（
貯
金
）
の
見
込
み
額
は
。

起
債
が
78
億
円
で
基
金
が

39
億
円
で
あ
る
。

起
債
78
億
円
の
内
訳
は
。

過
疎
債
30
億
円
（
70
％
補
助
）、

臨
時
財
政
対
策
債
28
億
円

（
１
０
０
％
補
助
）、単
独
事
業
債
４
．

６
億
円
（
30
％
補
助
）、
公
営
住
宅

建
設
事
業
債
８
．
１
億
円
（
家
賃
で

返
済
）
な
ど
で
あ
る
。

起
債
は
78
億
円
あ
る
が
、
国

の
補
助
等
が
あ
る
の
で
実
質

の
町
負
担
額
は
２
割
程
度
の
15
～

16
億
円
と
考
え
て
よ
い
か
。

そ
の
理
解
で
構
わ
な
い
。

実
質
の
起
債
が
16
億
円
で
基

金
が
39
億
円
。
つ
ま
り
、
借

金
の
２
．
４
倍
の
貯
金
が
あ
る
。
今

の
と
こ
ろ
財
政
に
つ
い
て
心
配
な
い

と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

過
疎
債
が
あ
り
、
今
の
競
艇

事
業
の
経
営
が
担
保
で
き
る

状
況
で
は
、
財
政
運
営
は
う
ま
く

い
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

起
債
78
億
円
の
返
済
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

41
年
度
に
は
５
億
円
と
な
り
、

44
年
度
に
は
１
億
円
台
に
な

る
。

過
疎
債
は
、
例
え
ば
５
億
円

の
事
業
が
１
．
５
億
の
町
負

担
で
で
き
る
。
町
の
財
政
の
安
定
基

盤
は
過
疎
債
が
あ
る
か
ら
こ
そ
と
考

え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
時
限
立
法

で
あ
り
、
32
年
度
で
活
用
で
き
な
く

な
る
が
、
町
の
対
応
は
。

過
疎
債
の
延
長
と
使
途
の
多

様
化
に
つ
い
て
総
務
省
に
要

望
す
る
。

過疎債の延長と使途の多様化につ
いて総務省に要望する

町長

町債と基金の過去5年間の推移（1億円以下切り捨て）

６
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

町
財
政

貝
かい

掛
かけ

俊
とし

之
ゆき

問答答

答 答 答

答 答問問

問問問

問
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妹
いも

川
かわ

征
いく

男
お

敷地内に薬局が開設できるかとい
う検討に至っていない

参考人

院
外
薬
局
に
対
す
る
厳
し
い

意
見
の
把
握
は
。

待
ち
時
間
が
長
い
、
待
合

ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
な
ど
の

意
見
を
伺
っ
て
い
る
。

な
ぜ
院
内
薬
局
に
し
な
か
っ

た
の
か
。
診
察
終
了
後
の
会

計
の
待
ち
時
間
が
長
く
、
そ
の
う
え

１
０
０
ｍ
も
歩
き
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
使
い
薬
局
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い

の
か
な
ど
、
不
満
の
声
を
聞
く
。
解

決
策
を
見
出
す
た
め
に
面
接
や
ア
ン

ケ
ー
ト
方
式
で
実
態
調
査
を
し
て
み

た
ら
ど
う
か
。

待
ち
時
間
短
縮
の
対
策
要

請
を
行
っ
て
お
り
、
最
近

待
ち
時
間
が
短
く
な
っ
て
い
る
。

私
は
当
初
か
ら
院
内
薬
局
の

設
置
を
主
張
し
て
き
た
。
院

内
薬
局
に
し
て
い
れ
ば
、
患
者
か
ら

の
厳
し
い
意
見
等
は
な
か
っ
た
は

ず
。
医
療
機
関
と
薬
局
と
の
独
立
性

に
関
す
る
規
制
が
一
部
緩
和
さ
れ
、

院
外
薬
局
の
規
制
見
直
し
が
28
年
10

月
１
日
か
ら
始
ま
り
、
公
道
が
あ
れ

ば
病
院
の
敷
地
内
に
院
外
薬
局
設
置

が
可
能
と
な
っ
た
。
中
央
病
院
の
外

周
道
路
は
町
道
（
公
道
）
と
認
定
さ

れ
て
い
る
。
患
者
の
利
便
性
を
図
る

た
め
、
今
あ
る
院
外
薬
局
を
病
院
敷

地
内
に
移
転
、
ま
た
は
新
た
に
公
募

し
、
敷
地
内
に
薬
局
を
設
置
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

敷
地
内
の
薬
局
開
設
は
薬

局
が
公
道
に
面
し
て
い
る

こ
と
が
条
件
。
公
道
と
は
不
特
定
多

数
の
人
が
通
る
道
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
敷
地
内
の
薬
局
開
設
条
件
に
ま

だ
合
致
し
て
い
る
と
思
わ
れ
な
い
た

め
、
で
き
る
か
と
い
う
検
討
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

国
会
は
森
友
、
加
計
学
園
問

題
の
公
文
書
廃
棄
、
決
裁
文

書
の
改
ざ
ん
な
ど
民
主
主
義
の
根
幹

を
揺
る
が
す
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

当
町
で
も
22
年
度
の
特
養
の
応
募
手

続
き
が
清
潔
で
公
平
に
行
わ
れ
た
か

疑
問
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。
田

屋
地
区
住
民
説
明
会
議
事
録
を
受
理

し
た
責
任
者
は
誰
か
。

当
時
の
福
祉
課
長
で
あ
る
。

田
屋
区
の
当
時
の
区
長
、
組

長
に
住
民
説
明
会
が
行
わ
れ

た
か
確
認
し
た
か
。

確
認
し
て
い
な
い
。

病院から遠く離れた院外薬局

※
注
１
　

　
参
考
人
：
地
方
独
立
行
政
法
人

　
　
　
　
　
芦
屋
中
央
病
院
事
務
局
長

６
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

清
潔
で
公
平
・
公
正
な
行
政

院
外
薬
局
の
不
評

 

参
考
人

 

参
考
人

 

参
考
人

病院敷地内に院外薬局を移転か
新たに公募し設置できないのか

問

問問問

問 答答
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議
会
だ
よ
り
あ
し
や
で
す
／
発
行
●
芦
屋
町
議
会
　
編
集
●
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
〒8

0
7
-0
1
9
8

福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
幸
町2

-2
0

　
☎0

9
3

（2
2
3

）3
5
7
9

　
印
刷
●
阪
本
印
刷
株
式
会
社

　
ア
メ
リ
カ
元
大
統
領
ケ
ネ

デ
ィ
は
、
日
本
の
政
治
家
で

尊
敬
す
る
人
物
と
し
て
「
上

杉
鷹
山
」
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
鷹
山
公
が
、
十
七
歳
で

米
沢
藩
主
と
な
っ
た
時
、
藩

の
財
政
は
最
悪
の
状
態
で
し

た
。
財
政
改
革
を
次
々
と
敢

行
す
る
も
失
敗
が
続
き
ま
し

た
が
、
最
後
は
建
て
直
す
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。
後
継

者
に
贈
っ
た
伝
国
の
辞
「
な

せ
ば
成
る
　
為
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
何
事
も
　
成
ら
ぬ
は
　
人

の
為
さ
ぬ
な
り
け
り
」
は
、

こ
の
鷹
山
公
の
名
言
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
全
議
員
が
町

の
発
展
の
た
め
、
心
に
銘
記

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
気
概

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
町
に

と
っ
て
重
要
な
時
期
、
気
を

引
き
締
め
て
議
員
活
動
に
邁

進
し
て
参
り
ま
す
。松

岡
　
泉

【
発
行
責
任
者
】

　
議
　
長
　
　
小
田
　
武
人

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
　
川
上
　
誠
一

　
副
委
員
長
　
内
海
　
猛
年

　
委
　
員
　
　
妹
川
　
征
男

　
委
　
員
　
　
刀
根
　
正
幸

　
委
　
員
　
　
今
田
　
勝
正

　
委
　
員
　
　
松
岡
　
　
泉

議 

員 

控

 

室

町かど

インタビュー
Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

自治区への加入は？

景色：３名　環境：２名　

住みやすさ：３名　教育：１名

人：１名　その他（中央病院の対応）：１名

芦屋町の悪いところは？

Ａ

Ａ

スーパーに買い物に来られた方数名に芦屋町の印

象についてアンケート形式でインタビューを実施

しました。（男女問わず）そのアンケート結果を紹

介します。

議会を傍聴してみませんか？

次回の定例会は９月6日開会予定しています。

本会議や委員会は、どなたでも傍聴できます。ま

た、本会議は役場１階ロビーでライブ中継をして

います。
※�日程は変更になる場合があり、最終決定は８月下旬に開

かれる議会運営員会で行われます。傍聴を希望する方は

議会事務局にお問い合わせください。　（℡ 223-3579）

笑顔の素敵な西明音さん（アンケート協力者）

加入：５名　未加入：１名

未加入の理由は、役が回ってくるからです。

買い物の便がわるい：１名

交通の便がわるい：１名

人間関係が悪い：１名

中央病院の待ち時間：１名

特になし：２名

芦屋町の魅力は？（複数回答可）

あしや花火大会　

撮影協力：デジタルカメラ・

　　　　　パソコン同好会
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